










なか しま しげ とし
氏名・(本籍) 中 島 茂 書
学位の種類 工 点寸主ニ.t,. 博 士
学位記番号 第 8 4 8 8 下E玉コ
学位授与の日付 平成元年 3 月 2 日
学位授与の要件 学位規則第 5 条第 2 項該当
学位論文題目 鋼構造柱脚部の力学性状に関する実験的研究





力学性状を実験的に明らかにし設計法を提案しており 全体を次の 6 章から構成している。
「第 1 章」は，序論で柱脚部を柱と基礎との接合部の観点からとらえ 設計・施工面K関する現状・
研究の変選・本研究の目的について述べている。















厚比の角形鋼管を用いた場合，管径の 2 '"'"'3 倍であることを明らかにしている。





















が可能である乙と，通常の板幅厚比の角鋼管柱では，全塑性モーメントの伝達には管径の 2 '"'"'3 倍の埋
込み深さが必要である乙と，みかけ上の固定端ははり天端から管径の1. 0'"'"' 1. 5 倍程度下がった位置で、
あるととなどを明らかにしている。
また，隅柱の実験より，端部コンクリートの破壊で決まる終局耐力は，コンクリートのパンチングシ
ャー耐力と補強筋の耐力の累加で求められる乙とを示している。
(4) ブラケット付柱脚部の履歴曲線は安定した紡錘型である乙と，また，固定柱脚とみなして骨組を解析
しうる乙とを実験的に明らかにしている。
以上のように本論文は，今まで暖昧なまま放置されていた鋼構造柱脚部の力学性状を実験的に究明し.
経験的に対応されていた設計法に確固たる指針を与えたものであり，建築工学に寄与すると乙ろが大きい。
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